【義務教育学校職員】
〔分析結果〕

〇　40職種別では，その他の教育公務員90.3％，養護学校教員6.5％，栄養士2.2％，一般事務職1.0％となっている。

〇　男女別では，「女性」が60.2％，「男性」が39.8％となっている。

〇　年齢層別では，「50歳代」が34.4％で最も高く，「40歳代」が33.3％で続き，40歳代以上で67.7％と７割近くを占めている。

〇　月別分類では，「4月」が14.0％で最も高く，「9月」11.8％，「12月」10.8％が続いている。

〇　曜日別分類では，「水曜日」と「金曜日」が21.5％で最も高く，「月曜日」18.3％が続いている。

〇　時間別分類では，「16時」が15.1％で最も高く，「9時」12.9％，「10時」と「14

　時」11.8％が続いている。

〇　事故の型別分類では，「転倒」が35.5％で最も高く，「墜落・転落」11.8％，「はさまれ・巻き込まれ」10.8％が続いている。

〇　起因別分類では，「分類不能」を除き，「仮設物・建築物・構造物等」が23.7％で最も高く，「人間」17.2％，「起因物なし」16.1％が続いている。

〇　傷病別分類では，「骨折」が33.3％で最も高く，「打撲・挫傷」31.2％，「創傷・擦過傷」20.4％が続き，これらで84.9％を占めている。

〇　治癒の状況は，平成22年9月30日現在で，「治癒」68.8％，「未治癒」が31.2％となっている。

〇　療養期間は，平成22年9月30日現在で，「1月未満」が33.2％で最も高く，「1月以上3月未満」22.6％，「12月以上18月未満」19.4％が続いている。

療養期間が12月以上に及ぶものが23.7％になっている。

平均の療養期間は5.6月となっている。

〇　災害発生場面別では，「校内移動中」と「児童・生徒に対応中」が16.1％で最も高く，「授業等指導中」14.0％，「教材等準備・後片付け中」12.9％が続いている。
〇　任命権別では，「広島県教育委員会」が48.4％，「広島市教育委員会」が51.6％となっている。

〇　学校種別では，「小学校」55.9％，「中学校」34.4％，「特別支援学校」9.7％となっている。


〔留意事項〕
〔発生頻度が高い災害〕


○　校内移動中に滑って転倒したり，階段を踏み外しての墜落・転落によるけが


○　掲示物の掲示や撤去中の墜落・転落によるけが


○　生徒・児童対応中の故意又は不慮のけが


○　体育授業中やクラブ活動指導中の無理な動作や転倒などによるけが


○　授業や学校行事の準備・後片付け中のけが








